
Co n n e c t i n g  p e o p l e  a n d  f o r e s t s

人 と 森 を つ な ぐ 情 報 誌

R I NYA

9
2024　No.210

特 

集

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
へ
出
か
け
よ
う
！！



人 と 森 を つ な ぐ 情 報 誌

R I NYA

9
2024

No.210

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和６年

受賞者
紹介

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は 
団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和６年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

過去の受賞者については林野庁Webサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

表紙の写真：紅葉に彩る阿寺渓谷　提供：大桑村観光協会

　同団体は、｢花と緑のある里づくり｣を目指し、地区内を通る主要地方道沿いを「蔵屋ツツジ＆アジサイロード」とし
て整備してきました。平成５年から、苗木の植栽を進め、維持管理を継続して行っています。また、平成22年から
は地域の小学生や老人会と協力しながら沿線約２kmにわたりマリーゴールド等の花苗を植栽し、除草・清掃等を行
うなど、世代間交流を図りながら地域の緑化・美化に取り組んでいます。季節ごとに咲く花々は、棚田が広がる同地
区の美しい景観に彩りを添え、訪れる人々の目を楽しませています。
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TOPICS 01　森
も

林
り

の仕事ガイダンスに参加しませんか
TOPICS 02　「緑の募金」を活用した能登半島地震被災地の支援
TOPICS 03　2024年上半期の木材輸入実績
新しい林業　持続可能な林業を実現するOSUMIモデルの構築及び
　　　　　　再造林が保証された国産立木マーケットへの供給方式の実証
フォレスター（森林総合監理士）活動書記　地域への貢献 ～民有林行政への協力・支援を目指して～
国有林野事業の取組　国民に親しまれる、多様な森林の維持・管理に向けた取組について
TOPICS 04　令和６年度こども霞が関見学デーを開催しました！
みどりの大使が行く！　第55回岩手県緑の少年団大会

「レクリエーションの森」へ出かけよう！
Contents

特 集

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202409.html
Webアンケートにご協力をお願いします！

花苗の植栽活動 蔵屋自治会の皆さん 蔵屋ツツジ＆アジサイロード

2024.09  VOL.210林野 2



日本の国土の多くは、豊かな森林につつまれています。
林野庁では、みなさまに広く森林に親しんでいただけるよう、優れた自然景観を持ち、森林浴や自然観察など
自然とのふれあいに適した国有林を「レクリエーションの森」に設定しています。
その中から特にお薦めする７箇所のうち、３箇所をご紹介します。（そのほかの４箇所については、４月号を
参照ください。）

※�記事で紹介した施設やイベントの営業・開催状況については、
事前に主催者のWebサイト等でご確認ください。 レクリエーションの森のうち、特に景観が優れた93箇所を

『日
にっ

本
ぽん

美
うつく

しの森 お薦め国有林』に選定しており、こちらか
らご覧になれます。

ドローンによる空撮映像はこちらをご覧ください。

写真
左上：東北局／ブナ林散策で紅葉を満喫　右上：関東局／夢の吊り橋 
下：中部局／エメラルドグリーンに染まる阿寺渓谷

▶レクリエーションの森：林野庁

▶ドローン空撮映像：林野庁

お出かけできないときは、
WEBサイトで楽しんでみませんか？

特集

出かけよう！！

レクリエーション
の森　

へ出かけよう！！
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東北森林管理局　津軽森林管理署

白神山地・暗門の滝
自然観察教育林
青森県西目屋村

　「世界遺産の径
みち

ブナ林散策道」は、遊歩道や階段が整備されてお
り、白神山地のブナ林を満喫しながら老若男女が自分のペースで
ゆっくり散策できます（１周約２km、60分から90分）。
　「暗門渓谷ルート」は、秋には紅葉の素晴らしい景観が楽しめま
す。下流側から暗門第３、第２の滝まではヘルメット（協力金受付
所でレンタル可能）を着用していただくようお願いしています。そ
の先の第１の滝までは歩道はなく、体力に自信がある登山上級者
向けのコースとなるため、しっかりした装備とガイドの同行が必
要になります（アクアグリーンビレッジANMONのWebサイトを
ご確認ください）（暗門第３の滝まで往復約５km、約90分）。
　なお、暗門渓谷ルート全体が沢沿いルートのため、大雨・増水
時は入口から通行止めになります。事前に天気予報を確認し、十
分にお気を付けください。

紅葉見ごろの暗門第2の滝

紅葉のブナ林

秋のブナ林散策

静と動が織りなす悠久の森
「白

しら
神
かみ

のブナ林」と「暗
あん

門
もん

の滝
たき

」

　白
しら

神
かみ

山
さん

地
ち

・暗
あん

門
もん

の滝
たき

自然観察教育林は、日本で初めて登録された世
界自然遺産地域「白神山地」の青森県側にあり、弘前市内から車で1時
間ほどの西

にし
目
め

屋
や

村
むら

に位置しています。
　東アジア最大級のブナ林が広がる自然観察教育林内に整備された

「世界遺産の径
みち

ブナ林散策道」を巡ると、白神のブナ林の「静」が、暗門
の滝へ向かう切り立った渓谷沿いの「暗門渓谷ルート」では渓流や滝の

「動」が楽しめます。隣接地には観光案内所や温泉・レストランが併設
された「アクアグリーンビレッジANMON」が整備されています。

概要

西目屋村Webサイト　白神・観光
https://www.nishimeya.jp/shirakami_kanko/
index.html

白神山地ビジターセンター
https://www.shirakami-visitor.jp/

アクアグリーンビレッジANMON
暗門渓谷ルート（暗門の滝）
https://www.anmon-shirakami.com/trekking/
b1.html

参考URL

アクセス

楽し み 方

JR弘前駅から弘南バス直行便で約1時間10分
※6〜10月限定

公共交通機関の場合

大鰐弘前ICから車で約１時間

自動車の場合
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関東森林管理局　静岡森林管理署

飛竜橋自然観察教育林/
千石平風致探勝林

  飛竜橋自然観察教育林  
　当地域にはメインルートであるプロムナードコースをはじめ複数の
ハイキングコースがあり、一般車両の通行が規制されているので、
日常では味わえない大自然をゆっくりと満喫することができます。
SNSへの投稿が多いスポットとしても有名な夢の吊り橋、飛竜橋など
からは、深山とダム湖が織りなす幻想的な風景を堪能することがで
きます。ハイキングの後は寸又峡温泉でゆっくりと汗を流すと最高で
す。また、かつての森林鉄道の廃線跡を散策することができ、当時
千
せん

頭
ず

森林鉄道で使用されていた車両を見ることもできます。
  千石平風致探勝林  
　山犬段からは蕎麦粒山、高塚
山への日帰りハイキングを楽しめ
るほか、山犬段及び千石平付近
ではヤマザクラやシロヤシオな
どの花や紅葉狩りが楽しめます。

夢の吊り橋シロヤシオ

深
み

山
やま

が織りなす
コバルトブルーの渓谷美

静岡県川根本町

　雄大な自然が残されている南アルプス南部に位置しており、年間平
均気温は11℃と冷涼、年間降水量は3,000mmを超える多雨地帯で
す。ブナ、ミズナラなどを中心とした天然林が多くみられるほか、カモ
シカ、ツキノワグマなどの哺乳類、クマタカ、ヤマガラなどの鳥類が
みられるなど、多種多様な野生生物が生息しています。奥

おく
大
おお

井
い

県立自
然公園、南アルプスユネスコエコパークにも指定されている地域です。

〔飛
ひ

竜
りゅう

橋
きょう

自然観察教育林〕
　寸

す
又
また

峡
きょう

として有名な当地域は大井川上流域の支流である寸又川と
大間川の合流部に位置しており、急峻なV字渓谷は素晴らしい景観と
なっています。コバルトブルーのダム湖に架かる「夢の吊り橋」（高さ
8m、長さ90m）から眺める特徴的な自然の造形美は、別世界にいる
ようです。

〔千
せん

石
ごく

平
だいら

風致探勝林〕
　日帰りハイキングや登山等の起点となる山犬段は、稜線部にありな
がら平坦で眺望に優れ、赤石山脈の雄大な景観が広がっています。

概要

川根本町観光協会
http://www.okuooi.gr.jp

参考URL

アクセス

千石平

楽し み 方

  飛竜橋自然観察教育林  
・�大井川鐵道新金谷駅から電車で約67分→千頭駅からバス

で約45分→寸又峡温泉から徒歩で約25分
・�新東名高速道路 島田金谷ICから車で約90分→寸又峡温

泉から徒歩約25分
  千石平風致探勝林  
・�大井川鐵道新金谷駅から電車で約50分→田野口駅からタ

クシーで約50分
・新東名高速道路 島田金谷ICから車で約90分 
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阿寺ブルーと紅葉のコントラスト
エメラルドグリーンの美しい清流
と紅葉に染まる木々の鮮やかな
絶景が楽しめる！

　阿寺風致探勝林は、長野県の南部にある大
おお

桑
くわ

村
むら

の阿寺渓谷に位置し
ています。木曽川支流の阿寺川一帯は阿寺渓谷と呼ばれており、風光
明媚な渓谷が約15㎞に渡って続いています。
　木曽ヒノキをはじめとする木曽五木や100年を超えるヒノキ人工
林に覆われ、雨が降っても濁らないといわれる清らかな水が、ある所
では滝となり、ある所では深い淵を造りながら流れています。淵は、
吸い込まれるような深いエメラルドグリーンに染まり「阿寺ブルー」と
も呼ばれ、訪れた人々を魅了しています。

概要

中部森林管理局　木曽森林管理署南木曽支署

阿
あ

寺
て ら

風致探勝林
長野県大桑村

　渓谷沿いの林道からは、「犬帰りの淵」や「千
せん

畳
じょう

岩
いわ

」と名付けられ
た点在する景勝地を巡ることができ、新緑の季節から紅葉の季節
まで、多くの人々が訪れています。渓谷の一部には、２つの吊り
橋をつなぐ遊歩道が整備されており、「六段の滝」を目の前で見る
こともできます。秋には、エメラルドグリーンに輝く川面と谷間
を彩る紅葉が訪れた人の目を楽しませてくれます。
　また、渓谷の奥には阿寺渓谷キャンプ場があり、紅葉を見なが
らキャンプを楽しめます。
　キャンプ場の付近に「美

び
顔
がん

水
すい

」といわれる湧き水があります。そ
の昔、山を管理するために尾張藩から派遣された役人たちの奥方
が、この水で顔を洗ったところ、見違えるほど美しく色白になっ
たという話が伝わっています。渓谷を訪れた際はお試しください。

千畳岩

犬帰りの淵

美顔水

大桑村公式Webサイト（観光）
https://www.vill.okuwa.lg.jp/kanko/index.html

参考URL

アクセス

楽し み 方

JR野尻駅から阿寺渓谷入口：タクシーで約7分、
または徒歩で約20分

※�阿寺渓谷では環境保護及び交通渋滞対策として、７月
中旬より９月下旬までの間については、下記のとおり
終日車両進入規制を実施しております。詳細について
は大桑村公式Webサイトの「阿寺渓谷に来訪される皆
様へ」をご確認ください。

〔規制期間〕
・令和6年9月14日（土）から9月16日（月・祝）まで
・令和6年9月21日（土）から9月23日（月・祝）まで

公共交通機関の場合

岐阜県中津川市側より　中津川ICから車で約45分
長野県松本市側より　　塩尻ICから車で約90分

自動車の場合
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　森林の仕事ガイダンスは、新たな林業の担い手の確保を目的に、林業への就業に関心を持つ方を対
象に実施する説明・相談会です。会場では全国各地の林業に関する情報、林業作業の内容や就業まで
の流れについての説明に加えて、参加者が抱えている地域生活の疑問などについて相談に応じます。
　令和６年度は、「ふるさと回帰フェア2024」に合わせて、全国の都道府県が参加する全国版ガイ
ダンスを９月21日、22日に東京都（東京国際フォーラム）で開催予定のほか、都道府県などの地域
単位でのエリアガイダンスも全国25会場において開催予定です。エリアガイダンスの中には、林
業の現場を実際に見学するマッチングの支援も実施しています。
　ガイダンスでは現役フォレストワーカー（林業作業士）によるトークショーや、安全衛生装備の
展示・試着コーナー、チェーンソー作業が体感できるVRや高性能林業機械のシミュレーターの体
験、木製品に触れられるコーナーなど、楽しく林業について学べるイベントもたくさんあります。
　いずれも参加費は無料ですので、少しでも森林・林業に興味がある方は、お気軽にご参加くださ
い。なお各ガイダンス等の参加には事前予約が必要な場合がありますので、「緑の雇用 RINGYOU.
NET」から気になる会場の開催情報をチェックしてください！（開催情報の詳細は随時更新されます。）
　なお上記とは別に、皆様のご都合に合わせて相談できる林業就業オンライン相談も同様に「緑の
雇用 RINGYOU.NET」で随時受け付けておりますので、ご関心のある方は申し込みフォームからご
応募ください。

ガイダンスの開催情報等はこちらでチェック！
緑の雇用 RINGYOU.NET　(https://www.ringyou.net/）

https://www.ringyou.net/recruit2024/
全国版ガイダンス　9/21～22　東京国際フォーラム　ホールB5

エリアガイダンス　全国25会場　いずれも参加費無料

1
Topics森

も

林
り

の仕事ガイダンスに
参加しませんか
一度に全国各地の情報収集が可能！　知りたい地域情報も手に入る！
森林・林業に興味がある方は、是非この機会をご活用ください。 無料

フォレストワーカートークショー 説明・相談会

全国の情報収集をしたいなら…

地域の情報を知りたいなら…
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2
Topics

「
緑
の
募
金
」を
活
用
し
た

能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
支
援

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
」
に
よ
り
、
能
登
地
方
の
各
地
で
家
屋
の
倒
壊
な
ど
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
深
く
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
で
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た「
緑
の
募
金
」を
活
用
し

た
被
災
地
支
援
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
で
は
、「
春
の
募
金
期
間
」（
１

月
15
日
～
５
月
31
日
）
に
合
わ
せ
、
地
震
災
害
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
被
災
地
支
援
に
使
途
を
限
定
し
た
「
復
旧

支
援
使
途
限
定
募
金（
地
震
被
害
）」の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
等
の
被
災
地
の
復
旧
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
緑
化
や
間
伐
材
等
の

利
用
を
組
み
合
わ
せ
た
被
災
地
の
生
活
環
境
の
向
上
・
復
旧
等

を
長
期
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
み
ど
り
の
月
間
」（
４
月 

15 

日
～
５
月 

14 

日
）

の
開
始
に
合
わ
せ
て
、
石
川
県
緑
化
推
進
委
員
会
等
と
連
携

し
、
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
能
登
ヒ
バ
の
関
連
産

業
の
復
旧
・
復
興
支
援
も
見
据
え
て
、
能
登
ヒ
バ
を
使
用
し
、

石
川
県
内
で
加
工
さ
れ
た「
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ピ
ン
バ
ッ
チ
」を
制

作
し
、
募
金
に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
５
月
末
ま
で
に
約
7
5
0
万
円
に
上
る
募
金
が

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
の
整
理
や
生
活
用
品
の
整
理
等
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、「
緑
の
募
金
」
を
活
用
し
て
、
間
伐
材

等
を
使
用
し
た
組
立
什
器
で
あ
る「
組く

手で

什じ
ゅ
う」を
避
難
所
等
に
提

供
す
る
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
援
に
は
、
石
川
県
を
は
じ
め
、
宮
城
県
、
栃
木
県
、
岐
阜

県
、
愛
知
県
、
滋
賀
県
の
生
産
者
等
か
ら
提
供
さ
れ
た
国
産

材（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
）の
組
手
什
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。（
公

社
）
石
川
県
木
材
産
業
振
興
協
会
等
が
中
心
と
な
っ
て
避
難
所

か
ら
の
要
望
の
と
り
ま
と
め
や
組
手
什
生
産
者
等
と
の
調
整
を

行
い
、
発
災
か
ら
約
半
年
と
な
る
６
月
末
ま
で
に
５
市
町
（
金

沢
市
、
七
尾
市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
能
登
町
）
に
所
在
す
る

避
難
所
、
支
援
物
資
の
集
配
拠
点
、
仮
設
住
宅
等
30
個
所
以
上

に
約
３
万
本
の
組
手
什
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
組
み
立
て
は
親

子
や
友
達
同
士
で
楽
し
み
な
が
ら
行
わ
れ
、
支
援
物
資
の
整
理

棚
や
下
駄
箱
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連

携
し
、
仮
設
住
宅
入
居
者
と
と
も
に
棚
作
り
を
行
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
か
ら
は
組
手
什
の
利

便
性
に
加
え
、
木
の
香
り
や
温
も
り
を
喜
ぶ
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
復
旧
支
援
使
途
限
定
募
金
」

は
じ
め
に

戦
後
の
荒
廃
し
た
国
土
に
緑
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目

的
と
し
、
昭
和
25
年
に「
緑
の
羽
根
」募
金
運
動
と
し
て

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
に
は
「
緑
の
募
金
に
よ

る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
法
制

化
さ
れ
、（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
、
都
道
府
県
緑

化
推
進
委
員
会
に
よ
り
募
金
活
動
が
実
施
さ
れ
、
造

林
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
等
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

緑
の
募
金

組く

手で

什じ
ゅ
う

の
提
供

能登ヒバチャリティ・ピンバッチ

多
数
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
た
地
域
で
は
、
避
難
生
活
が
長

期
化
す
る
中
で
生
活
環
境
の
向
上
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
全
国

寄
せ
ら
れ
、
被
災
地
の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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支
援
の
事
例

■
矢
田
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
七
尾
市
）

土
足
で
利
用
さ
れ
て
い
た
避
難
所
を
、
衛

生
管
理
の
観
点
か
ら
土
足
禁
止
と
す
る
た

め
、
避
難
者
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
協

力
し
て
2
3
6
名
分
（
13
台
）
の
下
駄
箱
を

組
み
立
て
ま
し
た
。

【組手什とは】
長さ約２m×幅40mm×厚さ15mm
の間伐材等に、“組

く
手
で

”とよばれる溝
加工が施されており、数本～数十本
を組み合わせて収納棚など様々な用
途で使用が可能です。

避難所の状況や、避難者の多様なニーズに合わせて、カットし
たり組み合わせたりして、自由に棚などを作ることができます。

コツさえ掴めれば、小学校低学年からご高齢の方まで組み立
てることが可能です。

接着剤や釘を使わないため、形を変えて再利用できます。
例：避難所の支援物資整理棚→仮設住宅の本棚

特徴①　何でも作れる！

特徴②　誰でも作れる！

特徴③　何度でも使える！

組手什 支援物資（衛生用品等）の整理棚 避難所の下駄箱

■
仮
設
住
宅
団
地（
輪
島
市
）

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
限
ら
れ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
住
環
境
改
善

を
目
的
と
し
て
、
入
居
者
と
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
緒

に
棚
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
多
く
の
世
帯
か
ら
参

加
者
が
あ
り
、
組
手
什
を
活
用
し
た
棚
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
取
組

今
後
は
、
花
壇
や
共
同
菜
園
に
利
用
で
き
る
種
苗
や
苗
木
の

提
供
を
行
う
ほ
か
、
地
域
材
を
活
用
し
た
組
立
式
の
木
製
プ
ラ

ン
タ
ー
や
ベ
ン
チ
等
の
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
仮

設
住
宅
団
地
・
復
興
商
店
街
等
に
お
け
る
緑
化
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
被
災
者
同
士
の
交
流

や
生
き
が
い
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
等
、
息
の
長
い

支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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3
Topics

木
材
輸
入
額

１本
年
上
半
期
（
累
計
、
以
下
同
）
の
木
材

（
H
S
44
類
）
輸
入
額
は
、
前
年
同
期
比
2
％

増
の
7
，0
7
6
億
円
で
し
た
。
国
別
に
見
る

と
、
米
国
が
同
8
％
減
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が

同
14
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ベ

ト
ナ
ム
が
同
5
％
増
、
Ｅ
Ｕ
が
同
10
％
増
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
が
同
9
％
増
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
同

10
％
増
と
な
り
ま
し
た（
図
１
）。
米
国
の
丸
太

輸
入
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
チ
ッ
プ
輸
入
の

減
少
、
Ｅ
Ｕ
の
製
材
及
び
集
成
材
輸
入
、
並
び

に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
合
板
輸

入
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
、
輸
入
額
の
増
減

に
影
響
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ベ
ト
ナ
ム
は

2
0
2
4
年
上
半
期
の
木
材
輸
入
実
績

国
が
同
15
％
減
の
５４
・
０
万
㎥
、
カ
ナ
ダ
が
同

14
％
減
の
２３
・
８
万
㎥
、
Ｎ
Ｚ
は
同
2
％
減
の

１２
・
５
万
㎥
と
な
り
ま
し
た（
図
２
）。

製
材

3製
材
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
21
％
増
の

１
９
１・４
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
Ｅ

Ｕ
が
同
25
％
増
の
９７
・
４
万
㎥
、
カ
ナ
ダ
が
同

36
％
増
の
４６
・
２
万
㎥
、
ロ
シ
ア
が
同
12
％
増

の
２６
・
６
万
㎥
と
な
り
ま
し
た（
図
２
）。

　
各
国
の
製
材
輸
入
量
を
月
別
に
見
る
と
、

カ
ナ
ダ
は
、
2
0
2
4
年
上
半
期
（
1
～
6

月
）
は
概
ね
８
万
㎥
で
推
移
し
て
お
り
、
前
年

同
月
比
で
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
は

　
2
0
2
4
年
上
半
期（
1
～
6
月
）は
、
輸
入
額
で
は
2
0
2
3
年
同
期
比
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
2
％
増
と
な
っ
て
お
り
、

輸
入
量
で
は
丸
太
が
減
少
し
た
一
方
で
、
製
材
や
合
板
、
集
成
材
が
軒
並
み
増
加
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、2
0
2
4
年
上
半
期
に
お
け
る
木
材
輸
入
の
実
績
を
輸
入
額
と
品
目
別
輸
入
量
に
着
目
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※グラフは全て、財務省「貿易統計」から作成。
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資料：財務省「貿易統計」
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図図２２ 22002222年年～～22002244年年のの上上半半期期ににおおけけるる品品目目別別木木材材輸輸入入量量

米国

カナダ

NZ

その他
EU

カナダ

ロシア

その他

EU

ロシア

中国

その他

丸太 製材 合板 集成材

前前年年同同期期比比
▲▲1133％％

前前年年同同期期比比
＋＋2211％％

前前年年同同期期比比
＋＋1122％％

前前年年同同期期比比
＋＋1155％％

資料：財務省「貿易統計」

マレーシア

インドネシア

その他

ベトナム

図1　2022年～2024年の上半期に
おける木材輸入額

図２　2022年～2024年の上半期における
品目別木材輸入量

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
輸
入
量
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
輸
入
額
で
は

１
位
と
な
り
ま
し
た
。

丸
太

2丸
太
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
13
％
減
の

93
・
０
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
米

※�毎月の木材輸入実績は、
翌々月の上旬に林野庁ウェ
ブサイトに掲載しておりま
すので、是非御活用下さい。

https://www.rinya.maff.
go.jp/j/boutai/
mokuzai_yunyuu_
genjou.html
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図図３３ カカナナダダかかららのの月月別別製製材材輸輸入入量量

資料：財務省「貿易統計」

（千m3）

（月） （月）

前前月月比比
▲▲22％％

図３　カナダからの月別製材輸入量
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2
0
2
4
年
上
半
期
は
概
ね
13
～
16
万
㎥
で

推
移
、
ロ
シ
ア
は
2
0
2
4
年
上
半
期
で
概

ね
４
～
５
万
㎥
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
図
３
、

４
、５
）。合

板

4合
板
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
15
％
増
の

７３
・
９
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
同
14
％
増
の
２８
・
８
万
㎥
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
同
30
％
増
の
２８
・
８
万
㎥
に
な
り

ま
し
た
（
図
２
）。
合
板
は
2
0
2
4
年
1
月

以
降
、
前
年
同
月
比
で
増
加
が
続
い
て
い
ま
す

（
図
６
）。

集
成
材

5集
成
材
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
12
％
増

の
３６
・
５
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
国
別
に
見
る

と
、
Ｅ
Ｕ
が
同
10
％
増
の
２８
・
１
万
㎥
で
、
全

体
の
77
％
を
占
め
て
い
ま
す（
図
２
）。
こ
の
う

ち
構
造
用
集
成
材
も
同
様
に
、
輸
入
量
は
同

12
％
増
の
３１
・
４
万
㎥
、
そ
の
う
ち
Ｅ
Ｕ
が
同

9
％
増
の
２７
・
３
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸
入
量
を
月
別
に
見
る
と
、

2
0
2
4
年
1
月
以
降
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
6
月
は
前
月
比
39
％
減
の
３・
７
万

㎥
と
な
り
ま
し
た（
図
７
）。

お
わ
り
に

一
昨
年
の
後
半
ご
ろ
か
ら
続
い
て
い
た
木
材

輸
入
量
の
減
少
傾
向
は
、
2
0
2
4
年
1
月

以
降
か
ら
は
、
品
目
別
に
見
る
と
製
材
や
合

板
、
集
成
材
の
輸
入
量
で
増
加
傾
向
に
転
じ
て

い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
木
材
輸

入
の
動
向
を
注
視
し
、
関
係
す
る
情
報
を
積
極

的
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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図図４４ EEUUかかららのの月月別別製製材材輸輸入入量量

資料：財務省「貿易統計」
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図図５５ ロロシシアアかかららのの月月別別製製材材輸輸入入量量

資料：財務省「貿易統計」
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図図６６ 合合板板のの月月別別製製材材輸輸入入量量

資料：財務省「貿易統計」
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図図８８ 22002222年年～～22002244年年のの上上半半期期ににおおけけるる木木質質ペペレレッットト輸輸入入量量
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前前年年同同期期比比
＋＋77％％

図４　EUからの月別製材輸入量図５　ロシアからの月別製材輸入量

図６　合板の月別製材輸入量

図７　EUからの月別集成材輸入量

図８　2022年～2024年の上半期に
おける木質ペレット輸入量

木
質
ペ
レ
ッ
ト

6木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
輸
入
量
は
前
年
同
期
比

7
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
主

要
な
輸
入
国
は
ベ
ト
ナ
ム
（
50
％
）、
カ
ナ
ダ

（
19
％
）、
米
国（
18
％
）で
す（
図
８
）。
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資料：財務省「貿易統計」

（千m3）
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▲▲3399％％

2024.09  VOL.210 林野11



持
続
可
能
な
林
業
を
実
現
す
る
O
S
U
M
I
モ
デ
ル
の
構
築
及
び

再
造
林
が
保
証
さ
れ
た
国
産
立
木
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
供
給
方
式
の
実
証

―O
SU

M
I(O

osum
i SU

stainable forest M
anagem

ent Initiative)

モ
デ
ル
―

は
じ
め
に

　
鹿
児
島
県
大
隅
地
域
は
、
鹿
児
島
県
内
の
素
材

生
産
量
の
4
割
を
占
め
る 

50 

万
㎥
を
生
産
す
る

大
木
材
供
給
地
で
す
。
ま
た
、
大
型
製
材
工
場
の

本
格
稼
働
、
C
L
T
や
国
産
材
2
×
4
工
法
部
材

の
生
産
、
志
布
志
港
か
ら
の
木
材
輸
出
な
ど
の
旺

盛
な
木
材
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
安
定
的
な
供

給
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
大
隅
地
域
の
６
つ
の
事
業
体

（
株
式
会
社
岡
本
産
業
、
上
野
物
産
株
式
会
社
、

駿
河
木
材
有
限
会
社
、
山
生
産
業
株
式
会
社
、
大

隅
森
林
組
合
、
山
佐
木
材
株
式
会
社
）
と
鹿
児
島

大
学
を
支
援
機
関
と
し
て
、
大
隅
地
域
で
持
続
可

能
な
林
業
を
実
現
す
る
た
め
の
先
進
林
業
モ
デ
ル

（
O
S
U
M
I
モ
デ
ル
）
の
構
築
を
目
指
し
ま
し

た
。
O
S
U
M
I
モ
デ
ル
で
の
持
続
可
能
な
林
業

と
は
、
主
伐
後
の
確
実
な
再
造
林
に
よ
る
森
林
資

源
の
保
続
、
次
世
代
の
林
業
経
営
や
従
事
者
の
た

め
の
安
全
な
林
業
の
実
現
に
向
け
て
、
機
械
伐
倒

主
体
の
素
材
生
産
シ
ス
テ
ム
や
低
密
度
植
栽
等
の

導
入
、
ウ
ェ
ブ
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
稼
げ

る
林
業
と
す
る
こ
と
で
す
。

実
証
成
果

機
械
伐
倒
主
体
の
素
材
生
産
シ
ス
テ
ム

　
本
事
業
で
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒
を
行
わ
な

い
素
材
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
し

た
。
林
業
労
働
災
害
の
大
半
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
よ
る
伐
倒
時
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
実
証

で
は
、
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ー
ザ
ウ
ル
ス
（
参
加

事
業
体
所
有
）
に
よ
る
森
林
作
業
道
の
作
設
と
ロ

ン
グ
リ
ー
チ
ハ
ー
ベ
ス
タ
（
日
立
建
機
日
本
製

F
L
1
3
5
U
S
L
‒
6
+
ハ
ー
ベ
ス
タ
ヘ
ッ
ド

H
4
1
2
）
あ
る
い
は
ロ
ン
グ
リ
ー
チ
グ
ラ
ッ
プ

ル
ソ
ー（
F
o
r
e
s
t
製
M
12
）に
よ
る
伐
倒
・

木
寄
せ
・
椪
積
み
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

従
来
で
あ
れ
ば
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
先
行
伐
倒

を
行
う
事
業
地
に
お
い
て
、
面
積
割
合
で
78
・

6
%
を
機
械
伐
倒
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、

災
害
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木

寄
せ
・
椪
積
み
で
は
ヘ
ッ
ド
の
到
達
距
離
を
長
く

す
る
こ
と
で
、
機
械
の
移
動
が
少
な
く
な
り
、
作

林
野
庁
で
は
、
令
和
4
年
度
予
算

で「
新
し
い
林
業
」に
向
け
た
林
業

経
営
育
成
対
策
と
し
て
、
経
営
モ

デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
月
号
で
は
、
鹿
児
島
県
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

業
を
早
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

ロ
ン
グ
リ
ー
チ
グ
ラ
ッ
プ
ル
を
地
拵
え
に
も
使
用

す
る
こ
と
で
、
機
械
移
動
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
作
業
効
率
が
上
昇
し
ま
し
た
。
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ウ
ェ
ブ
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
木
材
需
給
体
制
の
構
築
に

向
け
て
ウ
ェ
ブ
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
木
材
加
工
業
者
が
必
要
と
す
る
素
材
の
規
格

や
サ
イ
ズ
数
量
、
価
格
等
の
発
注
情
報
「
需
要
者

入
力
マ
ト
リ
ク
ス
」
を
提
示
し
、
素
材
生
産
側
は

発
注
情
報
に
基
づ
い
て
生
産
す
る
仕
組
み
を
協
議

し
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
運
用
ま
で
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
コ
ス
ト

の
削
減
に
つ
い
て
参
加
団
体
に
お
い
て
共
通
の
認

識
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

機
械
下
刈
り
に
向
け
た
低
密
度
再
造
林

　
林
野
庁
の
「
低
密
度
植
栽
技
術
導
入
の
た
め

の
事
例
集
（
2
0
2
2
年
３
月
改
訂
）」
で
は
、

2
5
0
0
本
植
栽
に
比
べ
て
1
6
0
0
本
で

の
下
刈
り
は
作
業
時
間
が
6
%
削
減
さ
れ
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
事
業
で
は
ス
ギ
を

1
ha
1
5
0
0
本
の
低
密
度
植
栽
と
し
、
植
栽

コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

2
・
5
m
等
間
隔
植
え
の
場
合
1
6
0
0
本
植

栽
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
1
・
9
m
×
3
・
5
m
と

下
刈
り
機
械
の
導
入
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
植
栽

幅
と
し
て
お
り
、
今
後
の
下
刈
り
コ
ス
ト
の
低
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

　
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
、
参
加
事
業
体
が
連
携
し

て
地
域
材
を
安
定
的
に
生
産
す
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
木
材
加
工
業
者

の
需
要
と
素
材
生
産
側
で
の
供
給
に
お
け
る
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
課
題

に
つ
い
て
、
認
識
を
共
有
で
き
て
き
て
い
る
た

め
、
木
材
加
工
業
者
の
需
要
を
素
材
生
産
側
へ
ダ

イ
レ
ク
ト
に
要
求
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
の
体

制
へ
の
展
開
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
持
続
可
能
な
木
材
生
産
を
実
現
す

る
協
働
体
制
で
再
造
林
を
担
保
す
る
木
材
生
産
シ

ス
テ
ム
へ
の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

機
械
伐
倒
に
よ
る
素
材
生
産
に
お
い
て
は
作
業
道

作
設
に
よ
る
崩
壊
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
安
全
な
環

境
で
生
産
で
き
る
た
め
の
基
準
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
安
全
性
を
担
保
し
た
持
続
可
能
な
木
材

生
産
に
向
け
て
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め
る
予
定

で
す
。

本事業の事業成果
報告書はこちら

令和４年度 令和５年度
ICTハーベスタ（ロングリーチ）
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は
じ
め
に

　
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
北
海
道
森

林
管
理
局
空
知
森
林
管
理
署
で
勤
務
し
、
管
内
民

有
林
と
連
携
し
森
林
施
業
を
推
進
す
る
業
務
に
携

わ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
昨
年
森
林
総
合
監

理
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
所
属
す
る

北
海
道
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課
で
は
、
各
種
研

修
や
会
議
等
を
通
じ
て
林
業
知
識
の
普
及
と
地
域

林
業
を
牽
引
す
る
森
林
総
合
監
理
士
等
の
登
録
促

地
域
へ
の
貢
献 

～
民
有
林
行
政
へ
の
協
力
・
支
援
を
目
指
し
て
～

北
海
道
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部

技
術
普
及
課
課
長
補
佐

木
村　
雅
代

進
と
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
人
材
育
成
を
図
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
現
場
業
務
や
現
在

の
活
動
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

人
材
育
成
の
取
組

　
当
課
で
森
林
管
理
署
の
若
手
や
中
堅
職
員
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
「
民
有
林
支
援
・
連
携
推
進

研
修
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
国

有
林
と
し
て
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
地
域
へ
貢
献

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
地
域
ニ
ー
ズ
把

シリーズ

フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
森
林
総
合
監
理
士
）活
動
書
記

握
の
重
要
性
や
市
町
村
へ
の
林
業
技
術
支
援
の
必

要
性
に
つ
い
て
研
修
生
同
士
で
考
え
、
意
見
や
ア

イ
デ
ィ
ア
等
を
共
有
し
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
研
修
前
と
研
修
後
で
は
研
修
生

の
民
有
林
支
援
・
連
携
に
対
す
る
意
欲
が
大
き
く

向
上
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
を
間
近
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　
ま
た
、
年
に
２
回
開
催
す
る
「
民
有
林
連
携
推

進
会
議
」
で
は
森
林
管
理
署
等
の
民
有
林
支
援
・

連
携
担
当
者
か
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

組
概
要
と
取
組
成
果
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例

を
交
え
た
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
成
報
告
し
て
も
ら

う
こ
と
と
し
、
各
署
に
お
け
る
効
果
的
な
市
町
村

支
援
に
向
け
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「民有林支援・連携推進研修」

「民有林連携推進会議」での各署の取組報告

令和６年度各署等における地域課題の解決に向けた取組（全体概要、計画版）
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勉
強
会
に
は
、
近
隣
の
市
や
地
元
森
林
組
合
に

も
参
加
い
た
だ
き
、
民
有
林
、
国
有
林
双
方
の
現

場
を
見
学
し
、
間
伐
の
方
法
だ
け
で
な
く
、
森
林

作
業
道
、
土
場
の
設
定
、
丸
太
や
末
木
枝
条
の
販

売
方
法
、
林
道
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
幅
広
く

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
関

係
者
の
距
離
も
縮
ま
り
、
話
が
し
や
す
く
な
る
と

好
評
で
し
た
。

（
２
）林
業
技
術
の
提
供

　
国
有
林
で
は
造
林
作
業
の
担
い
手
不
足
や
造
林

事
業
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
伐
採
か
ら
造

林
ま
で
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
コ
ン
テ

ナ
苗
の
普
及
な
ど
、
造
林
作
業
の
軽
労
化
に
取
り

地
域
林
業
の
活
性
化
に

向
け
た
取
組

（
１
）地
域
林
業
関
係
者
と
の
連
携

　
空
知
森
林
管
理
署
で
は
、
市
有
林
と
国
有
林
が

一
体
と
な
り
、
効
果
的
な
路
網
の
整
備
及
び
効
率

的
な
森
林
施
業
の
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
令
和
５
年
３
月
に
芦
別
市
と
「
芦
別
市

落
辺
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
同
年
９
月
に
は
本
協
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
林

業
関
係
者
と
適
切
な
森
林
整
備
の
在
り
方
に
つ
い

て
深
く
考
え
て
い
く
機
会
の
場
と
し
て
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

（
３
）�課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
成
果
・
今

後
の
課
題

　
見
学
会
や
勉
強
会
を
通
じ
て
地
域
の
林
業
関
係

者
が
国
有
林
の
技
術
に
触
れ
、「
新
し
い
林
業
」に

向
け
た
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
国
有
林
職

員
に
と
っ
て
は
自
身
も
含
め
民
有
林
行
政
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
地
域
の
森
林
に
お
け
る
多
面
的
機
能
の
高
度

発
揮
や
資
源
の
循
環
利
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

こ
れ
ま
で
各
機
関
が
行
っ
て
き
た
森
林
整
備
の
進

め
方
、
販
売
方
法
等
を
踏
ま
え
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て「
施
業
の
集
約
化
」や「
新
し
い
林
業
」に

向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
は
新
米
で
は
あ
り
ま

す
が
、
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
く
中
で
、
今
後

も
国
有
林
と
民
有
林
の
橋
渡
し
役
と
し
て
現
状
を

よ
く
見
極
め
、
何
が
で
き
る
か
、
何
を
し
た
ら
よ

い
か
ベ
タ
ー
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
自
己
研
鑽
に

努
め
つ
つ
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

組
ん
で
お
り
、
民
有
林
へ
の
技
術
の
提
供
に
よ
る

普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
関
係
市
町
や
振
興
局
、
森
林
組

合
を
対
象
に
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
に
よ
る
下
刈

り
作
業
の
現
地
見
学
会
を
開
催
し
、
刈
払
い
機
に

よ
る
人
力
作
業
が
主
体
の
下
刈
り
作
業
に
つ
い

て
、
機
械
に
よ
る
軽
労
化
へ
の
取
組
に
関
す
る
情

報
を
共
有
し
、
普
及
を
図
り
ま
し
た
。

　
見
学
会
に
出
席
し
た
市
町
の
林
務
担
当
職
員
か

ら
は
、「
機
械
下
刈
り
を
見
据
え
た
植
付
設
計
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。」「
労
働
力

軽
減
の
面
で
は
成
果
は
大
き
い
が
、
効
率
面
で
は

刈
払
い
機
の
方
が
早
い
と
感
じ
た
。」等
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

芦別市落辺地域森林整備推進協定調印式

間伐直後の人工林（国有林）で勉強会

ラジコン草刈り機現地見学会
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は
じ
め
に

近
年
キ
ャ
ン
プ
等
の
人
気
が
高
ま
り
、
今
ま
で

登
山
等
に
興
味
が
無
か
っ
た
様
々
な
世
代
の
異

な
っ
た
登
山
ス
キ
ル
を
持
っ
た
方
々
が
自
然
を
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

多
様
な
方
々
が
多
様
な
森
林
に
対
し
て
、
安
全

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
取
組
と
し
て
、
嶺

国
民
に
親
し
ま
れ
る
、
多
様
な
森
林
の

維
持
・
管
理
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

工石山　白鷲岩からの眺望

国有林野
事業の
取組

高知県長岡郡本山町本山850所在地

300,837ha
うち森林面積	 240,813ha
うち国有林面積	 28,499ha

区域面積

５市７町２村　（高知市、南国市、香南市、香美市、本山
町、大豊町、土佐町、大川村、土佐市、いの町、仁淀川
町、佐川町、越知町、日高村）

関係自治体

四
国
森
林
管
理
局　
嶺
北
森
林
管
理
署

愛媛県

高知県

徳島県

香川県

嶺北森林管理署

白髪山

工石山

管内概要

　嶺北森林管理署は、四国山地の中央部に位置し、「嶺北仁淀森林計
画区」と「高知森林計画区」を管轄しています。
　国有林の約60％がスギ、ヒノキを主体とした人工林で、主・間伐
適期を迎える31～60年生が7割を占めており、この資源を活用して
地域の森林・林業再生への貢献を旨として森林施業を実施しています。
　一方、原生的な森林が残されている石鎚山系については森林生態
系保護地域、白髪山における天然ヒノキ林は希少個体群保護林に指
定しています。さらに、工石山や瓶ケ森の自然景観に優れた天然林は
それぞれ自然休養林としてレクリエーションの森に指定しており、自然
環境の維持形成、国民の保健及び休養の場の提供等、公益的機能の
より一層の発揮にも努めています。

北
森
林
管
理
署
管
内
に
お
け
る
特
徴
的
な
森
林
で

あ
る「
工く

石い
し

山や
ま

自
然
休
養
林
」と「
白し
ら

髪が

山や
ま

天
然
ヒ

ノ
キ
林
」で
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

工く

石い
し

山や
ま

自
然
休
養
林

　
「
工
石
山
自
然
休
養
林
」は
、
高
知
市
と
土
佐

町
に
ま
た
が
り
、
土
佐
湾
へ
そ
そ
ぐ
鏡
川
と
吉
野

川
支
流
の
地じ

蔵ぞ
う
字じ

川
と
の
流
れ
を
隔
て
る
分
水
嶺

に
位
置
し
、
地
方
自
治
体
と
も
協
力
し
、
全
国
で

も
最
初
期
の
昭
和
45
年
度
に
自
然
休
養
林
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

工石山　グリーンサポートスタッフによる歩道修理
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白髪山　ヒノキ白骨林

八反奈路　根下がりヒノキ

ま
た
、
工
石
山
の
山
頂（
1
1
7
6
・
5
ｍ
）へ

の
登
山
道
は
緩
や
か
で
、
途
中
に
は
休
憩
所
等
も

整
備
さ
れ
て
お
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気

軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
山
コ
ー
ス
に
お

い
て
は
、
植
物
学
習
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
観
察

が
可
能
で
あ
り
、
季
節
毎
の
植
物
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る「
県
民
の
森
」・「
市
民
の
森
」、
ま
た
、

「
日
本
美
し
の
森　
お
薦
め
国
有
林
」と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

嶺
北
森
林
管
理
署
で
は
、
森
林
保
護
員
（
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
）
に
よ
り
、
登
山
道

の
整
備
や
危
険
木
の
表
示
、
登
山
者
案
内
、
動
植

物
の
保
護
、
ご
み
拾
い
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
初
心
者
で
も
安
全
に
登
山
散
策
が
出
来
る

歩
道
や
ト
イ
レ
、
休
憩
所
等
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

白し
ら

髪が

山や
ま

天
然
ヒ
ノ
キ
林

白
髪
山
は
、
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、

山
頂
か
ら
は
石
鎚
山
系
や
剣
山
系
の
絶
景
が
望
め

ま
す
。
近
年
で
は
、
高
知
県
出
身
の
植
物
学
者　

牧
野
富
太
郎
博
士
が
国
有
林
職
員
と
散
策
し
た
山

と
し
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
髪
山
の
天
然

ヒ
ノ
キ
林
は
、
大
正
４
年
10
月
に
保
護
林
制
度
に

基
づ
く
初
代
保
護
林
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史

あ
る
自
然
豊
か
な
森
林
で
、
山
頂
付
近
に
あ
る
立

ち
枯
れ
し
た
数
千
本
の
ヒ
ノ
キ
白
骨
林
が
有
名
で

す
。ま

た
、
白
髪
山
の
南
西
に
位
置
す
る
「
八は

っ
反た
ん
奈な

路ろ

」
と
呼
ば
れ
る
区
域
に
は
、
推
定
樹
齢
4
0
0

～
6
0
0
年
ほ
ど
の
根
下
が
り
ヒ
ノ
キ
群
生
地

が
あ
り
、
高
知
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
地
元
本
山
町
の
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
け
る「
な
な
い
ろ
の
森
」の
一
つ「
神
聖
の

森
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
白
髪
山
に
は
、
ブ
ナ
、
ケ
ヤ
キ
等

の
天
然
林
や
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
も
あ
り
登
山
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

白
髪
山
は
や
や
急
な
路
程
や
足
場
の
悪
い
谷
を

縦
走
す
る
コ
ー
ス
も
あ
り
、
登
山
に
経
験
の
あ
る

方
が
楽
し
む
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。
嶺
北
森
林
管

理
署
で
は
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
、
登
山
道
の
整
備
、
看
板
表
示
、
登
山
者
案

内
、
動
植
物
の
保
護
、
ご
み
拾
い
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
髪
山
に
お
い
て

は
、
山
頂
ま
で
携
帯
電
話
が
通
信
不
能
の
コ
ー
ス

が
あ
る
ほ
か
、
登
山
ブ
ッ
ク
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
林
道
不
通
で
利
用
で
き
な
い
コ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
元
と
の

情
報
交
換
を
行
い
、
正
確
な
情
報
の
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

工石山　グリーンサポートスタッフによる危険木表示

お
わ
り
に

工
石
山
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
親
し
ん
で

も
ら
う
身
近
な
山
、
白
髪
山
は
登
山
に
経
験
の
あ

る
方
が
楽
し
む
山
と
な
っ
て
お
り
、
2
つ
の
山
の

性
格
は
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
国
民
に
親

し
ま
れ
る
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
嶺
北

森
林
管
理
署
で
は
、
登
山
者
等
利
用
者
に
安
全
に

自
然
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
高
知
県
や
高

知
市
工
石
山
青
少
年
の
家
、
地
元
の
高
知
市
及
び

本
山
町
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
登
山
道
等
の
状
況

把
握
と
情
報
の
共
有
を
行
い
、
登
山
者
に
対
し
て

も
正
確
な
情
報
の
発
信
や
歩
道
整
備
、
案
内
板
の

整
備
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

「
工
石
山
自
然
休
養
林
」や「
白
髪
山
」へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
一
方
で
、
山
の
天
候
等
状
況
は
急
変
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
方
も
決
し
て
無

理
を
し
な
い
よ
う
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2024.09  VOL.210 林野17



4
Topics

「こども霞が関見学デー」は、子どもたちが夏休みに広く社会を知る機会を提供するとともに、政府の施
策に対する理解を深めてもらうため、各府省庁等が連携して開催するイベントです。

　農林水産省では、8月7日と8日に会場参加プログラムを実施しました。
　林野庁は、「おやまの小さななかまたち」と題した、メンマの試食や乾しいたけすくいなど、きのこ
等特用林産物と触れ合えるプログラムのほか、国産スギの削り華を用いて、環境にやさしいストロー
を作る「木のストローを作ろう」や、森林インストラクターから樹種ごとの特徴等をワークショップ形
式で学べる「木とあそび・木を学んで樹木博士になろう！」を実施しました。

　また、７月２日から８月31日まで特設Webサイト「マフ塾」（2024）にて、
オンラインプログラムを公開しました。ここでは林野庁の2つのプログラムに
ついて、その一部をご紹介します。

「木づかい」しよう
木を使うのは
良いこと？

▶▶▶

マンガやクイズで
山や林業について

学ぼう！

▶▶▶

令和６年度こども霞が関見学デーを
開催しました！

おたまですくった乾しいたけをお持ち帰り 削り華を芯棒に巻き付けて木のストローを作成

森林インストラクターから身近な植物の
見分け方の説明を受ける
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第
55
回
岩
手
県

緑
の
少
年
団
大
会

　
7
月
末
に
第
55
回
岩
手
県
緑
の
少
年
団
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
植
樹
や
林
業
機
械
の
実
演
な

ど
、
自
然
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
大
会
で
し

た
。
こ
こ
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら「
学
校
林
」と

い
う
言
葉
を
初
め
て
教
わ
り
ま
し
た
。
幼
い
頃
か

ら
学
校
林
が
近
く
に
あ
る
た
め
、
探
検
や
遊
び
場

と
し
て
素
晴
ら
し
い
刺
激
を
得
ら
れ
る
の
だ
と
、

こ
ど
も
た
ち
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
ま
し

た
。
学
校
林
も
利
用
し
て
、
今
大
会
の
よ
う
な
森

林
体
験
の
機
会
を
増
や
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
2
0
0
名
も
の
岩
手
の
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
宝
物
の
よ
う
な
こ
の
大
会
が
、
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
よ
り
多
く
の
こ
ど
も
た

ち
の
参
加
が
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
応
援
し

て
お
り
ま
す
。

第
21
回
や
ど
り
き
水
源
林
の

つ
ど
い

　
8
月
頭
に
は
、
第
21
回
や
ど
り
き
水
源
林
の
つ

ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

水
源
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
森
林
癒
や
し
体
験
、
水

生
生
物
観
察
、
そ
の
他
様
々
な
体
験
ブ
ー
ス
や
物

品
販
売
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、
ま
る
で
縁
日
の
お

祭
り
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
式
典
で

は
司
会
を
務
め
、
綺
麗
な
川
を
横
目
に
自
然
溢
れ

る
空
間
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
た
く
さ
ん
の
生
物
に
出
会
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
ヒ
ル
は
衝
撃
的

で
し
た
。
映
画
『
W
O
O
D 

J
O
B
!
』
の
劇
中

で
、
ヒ
ル
に
噛
ま
れ
て
血
ま
み
れ
に
な
る
シ
ー
ン

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
光
景
を
み
て
し

ま
う
こ
と
と
な
り「
こ
ん
な
に
血
が
出
る
ん
だ
！
」

と
驚
き
ま
し
た
。
山
に
行
く
際
、
気
を
つ
け
る
べ

き
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
ヒ

ル
対
策
は
必
ず
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　
水
源
林
は
、
森
林
の
水
源
涵
養
機
能
を
と
り
わ

け
発
揮
し
て
い
ま
す
。
水
資
源
の
貯
留
、
洪
水
の

緩
和
、
水
質
の
浄
化
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
は

欠
か
せ
な
い
機
能
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
森
林
を
大

切
に
育
て
、
綺
麗
な
み
ど
り
、
そ
し
て
水
が
守
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

や
ま
な
し
で
過
ご
す

「
山
の
日
」フ
ェ
ス
タ
2
0
2
4

　
8
月
11
日
山
の
日
に
は
、
山
梨
県
の
清
里
高
原

に
あ
る
山
梨
県
立
八
ヶ
岳
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
て
、
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
お
手
伝
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、
セ
ン

タ
ー
付
近
を
散
策
し
な
が
ら
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

呼
ば
れ
る
自
然
解
説
員
が
自
然
の
魅
力
を
紹
介
す

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。
今
年
の
み
ど
り
の
日

に
、
N
E
A
L
（
自
然
体
験
活
動
指
導
者
）
の
資

格
を
取
得
し
た
以
来
の
清
里
で
し
た
。
ガ
イ
ド

ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
モ
ミ
の
香
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

ツ
タ
ウ
ル
シ
の
特
徴
を
習
っ
た
り
、
森
林
浴
を
し

て
い
き
ま
す
。
五
感
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
自

然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

方
々
の「
1
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」と
い

う
嬉
し
そ
う
な
声
が
印
象
的
で
す
。

　
ミ
ス
日
本
の
任
期
も
後
半
戦
に
突
入
し
ま
し

た
。
N
E
A
L
の
資
格
も
活
か
し
て
、
多
く
の

方
々
に
自
然
の
魅
力
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
！

みどりの
大使が
行く！

2024
ミス日本

みどりの大使

安藤 きらり

公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/midorino-taishi2024-0209.html）

「ミス日本みどりの大使」とは
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